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発達障害等のある幼児児童生徒に対しても、キャリア教育の取組やその進め方について何ら変わりはありません。ただし、取組を進める中で、それぞれの障害の特性を理解し、個々に応じた支援は必要になります。
学力向上の面では、ユニバーサルデザインを意識した学級全体への取組とともに、必要に応じて個々に対する支援が必要になります。
対人関係においてつまずきが見られる子どもに対しては、ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）等の取組を通して社会性を育むことが必要です。

また、学校生活の中で認められる経験を重ね、自己肯定感や自己効力感を育む事が、何事にもチャレンジできる意欲につながり、将来の夢に向かう姿勢につながっていきます。


	高知のキャリア教育３本柱
	発達障害等のある幼児児童生徒に対する取組

	学力向上
	1� ユニバーサルデザインに基づいた授業づくり

　　発達障害等のある児童生徒をはじめ、すべての子どもが「わかる」「できる」ように工夫された授業です。

　　工夫すべき内容としては、「学習環境の工夫」「情報伝達の工夫」「活動内容の工夫」「教材・教具の工夫」「評価の工夫」などがあります。

②　個々に対する支援

　　ユニバーサルデザインに基づいた授業を行うと同時に、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の障害特性に即した支援が必要な場合があります。

※　すべての子どもが「わかる」「できる」授業づくりガイドブック～ユニバーサルデザインに基づく、発達障害等の子どもだけでなく、すべての子どもにもあると有効な支援～（平成２５年３月　高知県教育委員会）を参照してください。

	基本的生活習慣の確立
	発達障害等のある幼児児童生徒は生活リズムが崩れやすく、それによって心身のリズムも崩れやすくなることがあります。食事をする時間や、寝る時間、起きる時間を一定にし、生活リズムを整えることが大切です。また、様々な日常生活に関する事柄を自分で管理できるようなスキルの獲得も必要になります。

	社会性の育成
	発達障害等のある幼児児童生徒は場に応じた行動や発言ができにくい傾向があるため、周りの人とトラブルに発展する可能性があります。人間関係や社会生活を円滑にするために、ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）等によって、早期から社会生活上必要なスキルを身に付けておくことが大切です。

（例）

他者を意識させる取組、あいさつの仕方、話の聞き方、お願いの仕方、分からないことがある時の聞き方　など


Ｑ１　　「高知のキャリア教育」を進めるうえで、発達障害等のある幼児児童生徒に対する取組をどう考えればよいですか。
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